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16ビットパーソナルコンピュータ

(古認諾′‡詔ルストション･)
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リモート検索●

オフィスオートメーション･

民生機器
オフィスオートメーション

民生機器

オフィスオートメーションは近年最も急速な成長を遂げつつあり,1980

年代を通じてなおその継続が期待されている｡オフィスオートメ【ション

の特質の一つは,ニれまで専門家の

を中心に利用されてきたコンヒュMタ

務の処王翌にまで利用の輪を拡大するニ

コンピュータの素人に格ってゆく とい

導的役割を演じつつあるものか,オフ

ヒュ一夕などの,いわレDるスモ【ルヒ

プロセッサ,ファクシミリなどである

れ,全社的事務の集中処理

を,佃々の耳哉場の業務や,個人的業

とであI),その利用,運営の主体が

うことであろう｡つ こう した傾Irりの先

イ スコンヒュMタ,ハMソナルコン

ジネスコンヒュータ群,及びワード

オフィスオートメーション機器共辿の標準‡て語とLてOFIS/POLを､また

パーソナルコンピュータ専用あるいはワードブロセソサ専用としてBMCA

LC,PALCALCなどを開発してユ”ザMの使を凶ってし､る｡

パーソナルコンビュ【タは処理速度の向上や,メモリ容量の増大,
機能の付加などが重視され,8ビットから16ビットのマイクロコンヒ

タを採用したものへと格行Lつつあり,日立製作所でもし､ち与一一く｢16ヒ

パーソナルコンピュータ+を開発した｡

ワード7く､ロセソサは先に発表した中級機ワーードパル20にリlき続き､

i英字
二L

【

ソト

機としてワードパル10を開発Lた｡掛二,近く上位機も発表の予定で,

リーズの充実を目指Lている∩

普及
シ

コンピュータか｢素人+C7)手もとに近づくにつれ,各椎の田辺装荷や簡
易言語なども,それにふさわしいレベルのもの(収扱いやすく,小形かつ安

価)が必要となる｡｢小形フロソヒーディスク+,｢グラフフ､ロツタ+などは

こうした位置づけの周辺装置であり,またオフィスオートメ【ション用フ

ァクシミリは機能の121J_Lと低一価松化か同時進行L,急速な成長を遂げてき
た｡｢HF4000シリーズ+のように感熱記紬技術の進歩と,通イF言の確実件を

高めるための機能追加が鼓近の動向であろう｡オフィスオートメーション

の一つの特質はデータだけでなく,斉声,画像を含む多九情報の処.埋没び
和瓦通信である｡ファクシミリは画像の基礎技術として,今後各椎の端末

との複合化が進められよう｡

｢メモホン+は音声と‾文ノ;･ニデータの簡単な授合装苗の一つの試みである｡

今後これらの機器が用途に応じてシステム化されるようになろう｡電話と

異なり柏手を同じ時間に拘束しないことが｢電子メー′し+の本質で,重要
なオフィスオートメ【ションシステムの一つである｡｢∑ネ､ソトワーーク+は

音声,データ,画像などの多元情報を統合的に伝送する光ルーフを用いた

新構内網である｡

尺生機器分野の一家庭電子機器では,いま話埴となっているCD(コンパク

トディスク)プレーヤーが開発された｡このフ■‾■レーヤーほ,半導体レーーザ

ピックアップを使用しており,但径12cmのCDで演奏時間は片血拉大74分

が可能で,性能面では従来のレコード演奏に比べ飛躍的に向_卜している｡

一方,テレビジョン関係ではVTRグ)映像信号をダイレクトにつなぎ,VTR
のチューナとしても使用できるなど,ビデオ,オ【ディオ関連品と多彩に

システムの組めるAV(オ【ディオビジュアル)テレビジョンを発売してい

る｡また,‾最近普及の著しいVTR用のカメラとLて,日立製作所では昭和

56年4月に家庭用では世界初の半導体素一子を用いたMOS形カラービテオカ

メラを発売してきたが,今回新たに自動焦点機構と日動温度調繁機構を装
備したMOS形カラーカメラを開発し,柱臼を集めている｡

家庭電化機器では,従来の洗濯方式と異なるいわゆる手洗い効果があり,

布からみを少なくした｢からまん棒+洗i躍機を発売し好評を得てし､る｡ま

た冷蔵庫では,従来背面にあった放熱器を,冷蔵埴の最上部に配置させた

トップコンデンサ方式の冷蔵樺を開発した｡背面放熱方式のものに比べて

有効内容積,消費電力ともに向上している｡
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ホストコンピュータ

(H汀AC Mシリーズ)

VOS3/TSS

データベース管理

OFIS/PO+

データ抽出

既 存

データ

ベース

略語説明:VOS3(VirtualStorag80perat山g
System3)

TSS(Ti汀帽Sharing System)
注1

2

MS-00Sは,米国マイクnソフト牡の登毒貴
商標である｡

*印の作乳リモート検索は,社内で
MB180(氾により実験中のものである｡

図Z``oFIS/POL”の機能概要

図I16ビットパーソナルコンピュータ

オフィスオートメー
､

シ′ヨ ン

16ビット′ヾ-ソナノレコンピュー

タの開発

パ【ソナルコンピュータがホビー,

学習用から,′ト規校業務用,OA用機

器としての需要の比率が高まりつつあ

り,ニク)用途に対応して16ビットマイ

クロブロセ･ソサを採用し処理速度,メ

モリ容量,表ホ機能等の湛本的能力を

向上させた本格的パーソナルコンビュ

【タを開発した(図l,表1)｡
(1)ユーザーRAMとして128kバイト

を標準実装とし,殻大384kバイトまで

拡張可能である｡これにより大量なデー

タの処理,及びBASIC以外の汎用高級

言語(FORTRAN,COBOL,PASCAL

など)の使用にも十分対応できる｡

(2)両面表示用として192kバイトの

RAMを装備L,表示機能を強化して

し､る｡グラフィック解像度は最大640×

400ドットで,その1ドット単位に8種

の着色が可能である｡文字は15色の着

色が可能である｡またグラフィックと

文字の匝i面の重ね合わせが可能である

(スーパーインポーズ機能)｡

(3)両面倍密度の薄形ミニフロッピー

を本体内に実装した｡

(4)本体とカールケーブルで接続され

る亨等形の分離形キーボードを採用し,

操作性の向上をはかった｡

(5)16ビット用オペレーティングシス

テムとして汎用性の高いMS-DOSを基



図3 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル10+

表I16ビットパーソナルコンピュータの主な仕様

】裏 目 内 容

C P U 8088(16ビット並列処王里)
ユ ー ザ ー RAM 128kバイト標準実装｡384kバイトまで拡張可能｡

表 示 用 RAM 柑2kバイト

表 示 用 文 字 80字×25行 文は 40字×25行

グラフィック解像度 320×200ドット,640×200ドッ ト 640×400ドット

カ ラ ー

着 色 文字は15色,グラフィックは15色中の8色が選択可能

スーパーインポーズ 文字画面とグラフィック画面との重ね合わせ可能

フロッピーディスク 5''両面倍密度ミニフロッピー2台内蔵可能(一台標準)

内了鼓インタフェース

カラーディスプレイ,モノクロディスプレイ,ライトペン,

プリンタ,RS-232C回線(150-9,600ポー),外部増設ミ

ニフロッピー用の各インタフェース

システム拡張スロット

外形寸法

5スロット内蔵(lスロットはミニフロッピー用に任用)

本 体:49,0(幅)×23.0(奥行)×30.5(高さ)cm

キーボード部:44.5(幅)×19.5(奥行)×5.0(高さ)cm
重 里 本体:=L5kg キーボード部:1.7kg

本ソフトウエアとして採用した｡

オフィスオートメーション用の

簡易言語"OFIS/POL”

プログラム経験の少ないオフィスの

事務員が,事務の電子化を図る際に用い

る簡易なエンドユーザー言語のOFIS/

POL(Office Automation andIntell卜

gence Support Software/Problem

Oriented Language)の基本技術を開発

した｡

主な特長は,(1)作表,演算,作図,

ホストデータベースの検索,などのOA

業務が少ないコマンドで可台巨(図2),

(2)画面主体の視覚的な操作,熟練度に

応じた操作,直前操作の再利用,などの

使いやすさの追求,(3)ホストコンピュ

ータ接続の16ビットパーソナルコンピュ

ータを主体とした分散処理,(4)T-560/
20パーソナルステーションをはじめと

した複数機種間での移植と言語の共通

利用,などである｡日立製作所では,

本言語を社内OAソフトウェアライブ

ラリOPAL(Office Productivity Ad一

vancingLibrary)の標準言語としても

実用している｡
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図4 3一′コンパクトフロッピーディスクドライブ``HFD305S'▼

表2 ワードパル川の編集機能

イ吏用文字種
+lS第l水準漢字を含む3′580字(+lS第2水準漢字3,384字

はオプションにて使用可)

辞 書
基 本 辞 書 約30′000語

ユーザー登三緑辞書 約柑.000語

定 型 句 220句/フロッピー(31字/句)

書式設定
文字間(5段階),行間(6段階),左右上下の余白,横/縦書

き,横/縦長,用紙サイズ(4種類)

画面制御 上下･左右スクロール,スケール表示,けい綾など

編集･印刷

計算,グラフ作成,ブロック編集,書式変更,インデント.

タブ,センタリング,右寄せ,枠あけ,アンダーライン,

倍角,半角,訂正,削除,挿入,後退,けい線(8種)

ページ指定印刷,けい線抜き印刷,連続文書印刷,袋とじ

印刷,文字パターン作成

普及形日本語ワードプロセッサ

の開発

日本語ワードプロセソサの市場拡大

を目ぎし,｢ワMドパル10シリーズ+を

開発した｡本機は課単位で導入できる

｢オフィス用普及機+として位置づけら

れる(図3)｡

本機の特徴を二大に述べる｡

(1)オフィス業務に十分対んじできる機

能を椎持しながら,低価格を実現した｡

(2)ユーザーのレノヾルに合致した,各

種の入力方式が二選択できる｡

(3)オフィスにおけるレイアウトの自

由度を増したコンポタイプである｡

本機の主な仕様を二大に述べる｡

(1)入力部:｢JISキ【ボード+による

仮名(ローマ字)漢字変換と,｢仮名タブ

レソト+による仮名漢字変換｡

(2)表示部:9インチ高解イ象度,ブラ

ックフェイス管｡41字×10行表ホ｡

(3)印刷部:ワイヤドット24×24トソ

ト方式｡40字/秒でB4サイズまでの縦

書き,横書き印刷ができる｡

(4)ファイル部:1.6Mバイト,ミニフ

ロッピー,1子i｡

文書編集に関する機能は表2のとお

りである｡

′ト形フロッピーディスクの開発

3イ ンチコ▼ パクトフロッピーディ

スクHFD305S,5イ ンチミニフロッピ

ーディ スクHFD505A及びHFD510Aを

開発した｡HFD305Sは日立製作所,日

立マクセル株式会社,松下電器株式会

社の3祉共同提案ク)ディスク規格に基

づく小形,軽量のドライブであり,容

量は0.5Mバイト/DISKで5イ ンチと

プラグコンパチブルのドライブである｡

HFD505AとHFD510Aは従来の5イ ン

チに比べJ亨さを-をと滞形化をはかって

いる｡容量は各々0.5Mバイト,1.OM

バイトである｡特長は下記のとおりで

ある(図4)｡

(1)ポケットサイズで信頼性の高いコ

ンパクトフロッピーディスクを使用(3

インチ)｡

(2)ワンタッチローディング/インジュ

クト機構(3インチ)｡

(3)ブラシレスDDモータ使用で長寿

命化｡
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図5 671形グラフプロッタ
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事事繊勝伽酬瀾郵敵i組i卿聯抒
細別”瀾脚】琳i脈肺胞l僻事鮎舶

剛持紺腱事鰍l聯】捌洲馴】約職弧l
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図6 EM-1000電子メールシステム

グラフプロッタの開発

′ト形コン ヒ_-⊥---タ･ゾ)カラーー.さ+如才J/.主人

川ヒ して6へンJじの671什ラ フーラフ■‾7ロ

1･ノダを偶発Lた.図5に′+七すょうにA4

サイ てJHとA3サイ ス一丁lトヒかあり,いす

れもJISコーートでコマントキ人ノJLて

ぃズ‖lニラと丈′トを才ごl'iく肌仙桁グ‾)′ト什ラフラッ

トヘソト形Ⅹ-Yフロ､ノタであるくノコマン

トには【F哨ミ.上‾‡き･rlJ.1‡二き･丈`i･:.1ミニき･

(＼ン史書与さなど17f･丁くかあり,二れレ､Jを糸‖▲

で†せるこ とにより 6色カラーーで什二占ニグう

トズ川壬か.言亡鎚でさる.】tf川､川耶己IJ/二村.i.キ

什川三卜¥いノフト/､リケーシZuZi-GRAPH

を川いれは,コマンドシ‾)‾フロク'うムな

しに芥仲ク､■ラフが才l-】`iけるので,.准でも

【打ちにプロ､ソタに人l■■トナるニ ヒかでき

る__ フロリグは仲仕で1芯川作か広いた

ぅわ,コン ヒュ一夕･グラフ イ･ソクスの

一対を†=う ものとLて/｢後グ)大きな1≠.子

安か糊付きれるL=.

電子メーノレシステムの開発

オフ ィ スの-Lii稚ナナJ【l皇化のた♂),各仰

のOA(オフィ スオートメーション)樅

旨三さが柑榊毛的にj導入されているこ11止彗望

作I叶では,二れJ〕のOA機才三川jノ川i]をイJ‾
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図7 ｢HF4000シリーズ+ファクシミリ装置

機的に紙で㌢L,_=より幼年仙なOAシステ

ムをり三月い手‾る′lにJ′･ノーールシステムキ聞

ブ己Lたr図61

ヰニシステム:士,ノlに.テ11髄カ▲⊥■ノグ=11ニパけ子

細,フ丁クシ ミリかレゝノブ‾)フ1}クシ ミリ

【叶性一｢l一丁伺ぇJ∴よひ-テー一夕才J～.i+ミか⊥､クツ‾)テキ

スト帖糾号音捕ナ･交推して∴■r+糾辿†∴,

代イj■▲i去一之†∴メ‥/レポ･･ノクス八うi〝)抑々

♂)抑Lい池イ,iサービスキ+‾ノ上付二′与一るもグ)

である ヰニシステムをi■.1=j‾‾i‾ることに

上/ノて,旭†.i紫彷ゾJれノJ化,/;吐油化,

【=1拙グ)イJ▲対J利糊,多彩な十l-f糾ジ)人‾｢ろ､･

どを‾1‾一代巨にし,ビンネスジ〕能ヰ小J卜,

池†∴維′∠l～ク‾)節子†.jk々トズjるニヒかてきる二

感熱高速ファクシミリ｢HF4000

シリーズ+の開発

‥引二笠寺別桁にナナ:枚Lた悠熱■117j越フープ>ク

シ ミリHF4000シリースーをl呈i+発Lたr匡1

7)_A3判.iノバ托り‾叶能ゾ=壬i▲卜彬て,2

樅仰かJノ成る._､二卜ち斗1三上=主ご土､(1).言+細部

そ分け丈.;貨ii′り‾ることにより,け子細を送

りたいイこ11千グ)rソ亡へⅠ叫'在ノ.にう去′j一る拗†一

フ丁クシミリシステムを納める_(2)始

人A3川.;ノJ仕り,B4■1与り二言亡細かできる.

(3)10妙子㌻`i一にj去ができる_(4)ノ＼‥フト‥

ング)砧迩′--はj去ができる=′(5)′ヱ†J側か⊥-ノ

グ)拙作でl′Ⅰ動的にj近′ヱイJかできるホー

リン グー機能装仙｢,(6)j去イ.川1下を維｢さ｡ど√｢

るためグ‾)ID表ホ,送†∴折ふの板紙を確認

するための送イ‾iてi月みフ‾リンク,発イ∴J亡を

lりト+七する発イ‾.さ止記紬,j去′ヱ仁子符J‡111グ)た

めの符fllとレホーートを二装服し,墟イ.iグ)確

プ三惟を試めている､｢

､.ぷ

｢∑ネットワーク+の開発

.iニパiヒテーータグ‾)総でナj由イJが=†能な光

Jし-フのLAN〔LocalArea Network)

とLて,∑ ネ･ソトワーク引i臼ヲ芭した.⊃

ヰニネ･ソトワークは,従米独上に.没‾;ii'こさ

れていたノ】に.法網,チーク【叫鵜と桐,/､ケ

･ソト女枚舶グ‾)サービス梯綿ヒを純†ナLて
j■ノ上付こすることをj′い'ノノーノている(jまた,

光池イ∴比和ク‾)す､トリ州糊｢1勺なil∫古越･岳.1占

‡′f仁七j去ノ‾)1‾､什トを_′f二かし,LSI化1ハトきの

I勺--･な分～1七J川御ん∫(により､人谷㍉呈二か

一ノ帆コストち▲純†ナ過イ.iを叶能としてい

る 図8にシステム肺J戊例を/Jミす｡∑

ネ･ソトワークは,32Mbpsとlここごi越な仏送

速度と,机400Ld線の通仁i谷呈を持ち,

姑人4,096端末を収谷できる｡これに

.より,`i‾EL講機､FAX,コンヒュ一夕立論
末,ワードフ､ロセリサ,バーーソナルコ

ンヒュ一夕等の多様なJ端末を収容した

統ナナネットワークか実現できる〔つ

簡易テキストメールシステム

｢メモホン+の開発

′■-E‾.講俄にノl一己十郵他機能を付加し,似

れ丈′j■二による竹礼文壬†羊(メモ)〆)辿イ了子

を可能とする｢メモホン+システムを

l凋党Lた′Jイニメモホンrま,従来の′立話

俄にはキい言上紺作と,盟了:寸な郵低機能

を拙供し,オフィ スl‾勺過イi_子のf㌢理化に

人き く1七二Jプ･L子拝るシステムである｡端与

末(図9)には仙名文′アニメール(約300文

でjりの去ホ舶築川のディスプレイ,プリ

ンタ､‾丈′i･:入力用の円熟不要なキーパ
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表音図8 ｢∑ネットワーク+の構成例

当室

ソド,1純印の代†口としての磁ユtカート

人力機1沸等がある.､二れL-Jをf.I朋Lて,

普通他,拙娃,.竹′∴ r【小枇,帖別一桁1と

等♂〕iミ▲ごi性な垂ド他機能,きJ)に会議1三千

約,帖報検藷三等の帖剖ま処群も叶能とL

ている.､本才～J占末は,比布ノf･旨満網に接続

でき,`■=にi講機としても如縮ダイヤル､

オンフ､ソク発†∴ 池.さ榊キ桝-≠こ/+こなどの

便利な機7氾をイJ▲LているL=､

｢コンピュータ･クノレマ相談シス

テム+納入

本システムは,【′Ⅰ励中根う上ょぎ.り主軸捕ノ什

化の原動ノノとして,叶勺ミの枇から仝r二】ヨ

各地の卜l産チトーラーJ-1iへ納入が槻始

された｡

このシステム(図10)は,美Lい劫【和

または抑止何を数秒で選び出せるビデ

オディスクプレーヤとクレシソト話｢算

来打l､It消長の苔不1一をなどの松雄な処稚を即

座に行なうノ､一ソナルコンヒュ一夕と

を組み合わせたものである｡主な特長

⊃ゝ

∃

→l→l一._【→.1∃.→∃→

ベーシックマスタレベル3

マークⅠⅠ-A

AB-6895

RS-232C

インタフェース

を

泌

繋撃取窺′羞済
′丁ア

′一柳
ノ

与′払頴裟≠
り

′ノ′与′ ′､や概

図9 ｢メモホン+端末の外観

d岡野

葛計

如ぷアj

∵㌦
㌔′

は‾F記のとjiりである｡｡

(1)利用一名･はナイスフレイにゴミ小され

たJ召[1今村∫子一川ラぺでライトヘンで拙j返

しjj引八‾ナる二･とに.上り十朋ほの検ヰ壬が吋能り

(2)ビデオテ‾ィスクにi言J紬された州條

を数秒でモニタに`′j二し出すことかけ古巨｡

(3)別称ポ･の希ヤ≠に.より,クルマ川談,

予算/機能かご〕のクルマ柑談など､7本

の各純フログラムか選択‾吋能〔つ

カラーディスプレイ
ケ ー ブ ル

MP-9770

標準フ ロ ッ ピ ー

ディ スク カ ード

MP-1806

拡 張 R A M

バ ン ク カ

MP･一9718

×2

マイクロコントローラ
(VIP8000に内蔵)

ビデオケーブル

光 方 式
ビデオディスク
プ レ ー ヤ

VIP8000

○

オーディオケープル

ビデオディスク

(片面54,000画面)

カ ラ
ー

テレビジョン

(オンライン)

⊂::=::==コ

図10 コンピュータ･クルマ相談システム構成図

又は
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カラーディスプレイ
A14-2175

ライトペン

MP-3700

プリンタ

AR-1046

標準フロッピー
デ ィ ス ク

AD-3635

0
0

0
0

(1MB)(1MB)

アプリケMション マスタデータ
プログラム

(ディスクベーシック付)
C14▲472

C16-572
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図Il多機能MOSカラーカメラ`■vK-C3000”

民生機器

高級多･機能MOSカラーカメラ

``vK-C3000”

半うキ体撮像素子MOSカラーイメージ

センサの残條焼付がない,忠実な色再

現性といった特技を牛かした日記独臼

の映†象輪郭検出による自動焦∴l上機構

R&Bダイオードの渕色による自動色

fぷ.度調整機構を搭載L､被写体にカメ

ラを向けるだけで簡単に撮影できる全

自動･多機能カメラである(図】1)｡

自動焦点はマスターレンズである後

_十王を駆動させているため,レンズ周り
の簡素化がはかれ操作惟･イ言栢性を一

段と向上させている｡

また,6倍電動ズームレンズ,輝度/

色相反転,オートフェード,フォーカ

スイン/アウト機能により豊かな映像

表現か‾叶能で,′ト形電子ビュ"ファイ

ンダ,鎚画チェック,VTRリモコンで

梯描与した画面がチェックできる機能な

ども付いている｡

背面投写形カラーテレビジョン

の開発

北米市場を対象とした45形高画質背

面投写形テレビジョン"CT4525''を開

発,量産化した(図12)｡本テレビジョン

は通常のテレビジョンと同じ形態で迫

力ある大匝i面を楽しめるため,今筏の

市場拡大が多いに期待されている｡以

下に主な特徴を述べる｡(1)明るい室内

でも,高輝度(POOft-L),ハイコント

72

せ
恥

図i3 AV(オーディオビジュアル)テレビジョン"C26-972”システムアップ例

図12 背面投写形カラーテレビジョン

ラストな大画面を楽Lめる｡(2)解條度の

上之い安定したカラー画像を鮮明に†ヰ生

する｡(3)画‾何の周辺部まで鮮叫で,視

野角も±450と拡大してし､る｡(4)コン

パクトな設計で省スペ【ス化を実現し

ている｡(5)CH,時刻を沖j面に表示L,

17機能リモコンで操作惟を向__Lしてい

る｡(6)105CH受信可能でCATV放送に

対応している｡(7)VTR,VDP等ビデオ

機器と組み合せ可能な接続端子付である｡

AV(オーディオビジュアル)テレビ

ジョンの開発

各種F吹イ家書声機器と接続できる14形～

26形のAVテレビジョン5機柁を】謁莞Lた

(図13)｡本AVテレビジョンの主な特長は,

(1)く し形フィルタ回路,音声独立IF

回路,自動直線性補正回路等により高

画質,高音質を達成した(解條度向上:

35%,クロスカラーおよび920kHzビ

ート妨害軽子成:13dB,音声感度向_L:

12dB,画面内客変化にともなう縦線の

曲り軽減:従来比÷以下など)｡

(2)本格的な映像音声機器接続機能

(映像音声入力:2,音声入力:1,映

像音声出ブJ:2,スピーカ出力:1)

(3)各稚入力信号の切換も含めたリモ

匡‖4 光方式ビデオディスクプレーヤ

"VIP-8000''

コン制御を可能とし,受信モードを見

やすく表示する前面グラフィ ック表示

を才采用した｡

光方式ビデオディスクプレーヤ

の完成

世界初の半き導体レーザピックアップ

を抹用した,パ【ソナルコンピュータ

接続可能な光方式ビデオディスクプレ

ーヤを完成Lた(図川)｡パーソナルコ

ンピュータとの接続によ

システムとして最適で,

式会社のコンピュータ･

り,両イ象検索

日産自動車株

クルマ木‖≡淡シ

ステムに採用された｡

(1)半導体レーザを光ピックアップに

採用し,5,000時間以上の長寿命化,高

イ言束副生を達成した｡

(2)見たい画像を一瞬に探せるランダ

ムアクセス機能｡痘径30cmの片面ディ

スクに54,000校の静IL画収録｡この画

條を平均10秒で選択｡

(3)RS232C対応のパーソナルコンピ

ュータ接続インタフェース凹路内蔵

(4)′ト形(横幅435mm),軽量(10kg),

低消費電力(30W)｡水平解像度350本

CD(コンパクトディスク)プレ

ーヤの開発

オーディオにおいて,第4の音i憤と

して期待されていたCDプレーヤを開
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発,昭和57年10月から発売し,好評を

博している｡音楽記号をディジタル化L

て高密度に記録したディスクを再生す

るシステムであり,従来のレコ【ド盤

(アナログ方式)では到底達成すること

グ)できない高性能なハイプアイ再生が

可能となったほか,ランダムメモリ演

奏やワンタッチ演奏など新しい操作機

能も加わっている｡ディスクの信号を

無接触で検出する半導体レーザピック

アップには,ミクロン精度の加工･組

､上枝術が用いられ,†言号処理回路には

3 ミクロンCMOS素子技術によるLSI

等最新の先端技術か駆使されている｡

なお使用するディ スクは直径12cmとコ

ンパクトで,片山最大74分の長時間連

続演奏が可能である(図15,表3)｡

表3 CDと+Pの再生装置の比重交

項 目 CDプレーヤ LPプレーヤ

再生周波数帯域
5Hz～20kHz 30Hz-20kHz

(±0二5dB)

90dB以上

(±2dB)

ダイナミックレンジ 65dB

信号対案臣書比 90dB以上 60dB程度

ひずみ率 0.03%以下 2%程度

チャンネルセバレーション 85dB以上 25～30dB

ワウ フラッタ 測定限界以下 0.03%程度

0

0
一

(
皿
P
)
ユ
｢
て
上
只
王
家
窄

20

8mmビデオ

センダスト薄膜ヘッド
(r什･=20/州)

Vん=3.8m/s

芦:鞍＼､
慧掛＼(rⅣ=28/州)

0 2 4 6

周波数(MHz)

図17 8ミリビデオ用薄膜ビデ

オヘッド及び現行VHSヘッドの

周波数特性

堅塗
覧義

図柑 家庭用衛星放送

受信機

慧､慧

P
家
庭
用
衛
星
放
送
受
信
機
の
開
発

1984年頃から,世界各回で実現が予

定される街足放送を直接′受信する小形･

高性能の家庭用衛星放送′受イ言機を開発

した｡このノ受信機は図16に示すように,

パラボラアンテナへ取付けられた包三外

のマイクロ波コンパ【タと屋内の復調

部から成り,屋外マイクロ波コンバー

タは,独自のマイクロ波集相回路技術

を用いて,マイクロ波の全回主格を1校

甚根上に集寸黄構成L,二大の高件能を実

現している｡

(1)世界全J或で使用できる広帯域特件

(2)雑音指数3.5dB以ドの仇雑音特性

(3)局部発振周波数安定度±1ppm/OC

の高安定特性

また,屋内子宝調部には高感度FM復

調回路を採用し,弱電界時の伸j質を大

幅に向上している｡

8ミリビデオ用薄膜ビデオヘッド

カメラと超小形VTRを一体化した新

しい錨坤.i装置｢8ミリビデオ+に適用す

るメタル磁気ヘッドを開発した｡

新開発のスノヾッタ法で形成されたセ

ンダスト薄膜を磁気コアに使用した狭

トラック,狭ギャップ磁気′＼､ノドの実

10

襲撃

区I18 直う充インバータエアコン

現により高イ米磁力メタル粉テープに記

録可能であり良好な出力,C/N特性が

得られた｡この結果,現行VHSの4倍の

記鈷禽こ度の8ミリビデオで,現行VTR

と比べ同等以上のF和賀が得られた｡特

作例を図けに示す｡

直;充インバータエアコン

能力を知き段階に制御し,従来品に比

べて省エネルギー効果を約40%向上し

た山?允インバータエアコンを開発,員産

化Lた(図18)｡b三縮機電動機としてフェ

ライト磁才J‾凶転子を有する高効率ブラ

シレス直流電動機を抹用している｡圧縮

機は完全密閉構造のため位置検出はセ

ンサを絹いず電機子巻線の逆起電力に

より行なっている｡また半導体コミュ

テーータにはトランジスタ6チップを一

つにまとめたパワ】モジュールを新た

に開発し,回路の′ト形化と高信頼化を

l切っている｡1馬力級のブラシレス,

センサレス直流電動機の商用化は世界

でも初のケー1スである｡

本エアコンの回転数範囲は2,000-

5,700rpmで,電動機の制御は電動機制

御マイクロコンビュ【タで行ない,常に

貝取二見合った最適運転を実現している｡
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